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チェンバーズの『サイクロペディア』と『百科全書』

の辞典項§ museumとmuseeに関する一考察

はじめに

2006年に『明治大学学芸員蓑成課程紀要』

において『百科全害 (Encyclopedie)』1の「ム

セイオン」の項目について論じた。 2それが

契機となり用語の定義についていくつか論考

を試みた。 3

そして，修士論文『フランス博物館史ー18

世紀のフランスの辞典に見られる cabinetの

項目を中心とした展示施設に関する比較研究

一』も執筆するに至った。 4 これは， cabinet

を中心に据え garlieや museeについての定

義を含めて論考したものである。

この中で，『百科全書』がチェンバースゞ 5が

編紅した『サイクロペディア (Cyclopぉdia)』6

に影響を受けた産物であったことも述べた。

この内容は 2006年に発表した「ムセイオン」

の項目に関連するため，その内容を発展させ

た論考として発表することとした。

ここでは，修士論文の第4章「『百科全書』

における展示施設について」を発展させ，『百

科全書』の museeの項目と『サイクロペディ

ア』の museumの項目の関係性を指摘し，『百

科全古』の museeの項目の構成について書

誌学的視点に立って論ずるものである。

1. 「百科全書Jの位置づけ

フランスの 18世紀の著名な辞典には，出

版順にリシュレ 7の『フランス語辞典』 8，フュ

ルチェール 9の『フュルチェール辞典』 10,

フランス・アカデミーの『アカデミー辞典』 11,

＊明治大学大学院文学研究科博士後期課程

棗由子＊

イエズス会 12の『トレヴー辞典』 13などがある。

『アカデミー辞典』は，『フランス語辞典』

を票ll窃と訴え，『フュルチェール辞典』は『ト

レヴー辞典』に剰窃されるといった引用関係

が多いものの，改版時に独自性を出す一方

で，他を引用する改訂を行った。特にプロテ

スタントの編者が改訂した『フュルチェール

辞典』第二版 14以降と，カトリックのイエ

ズス会が『フュルチェール辞典』初版を元に

編纂した『トレヴー辞典』は，宗教家であり

ながら学者である人物たちが宗教観とその知

を競うことによって作り上げてきた辞典とい

えよう。

一方，カトリックの宗教家たちが執筆者や

内容の一部に宗教をないがしろにしていると

『トレヴー誌』などで激しく攻撃した『百科

全書』は，新しい知を提供してその存在を世

に問うた。

ディドロ 15は『百科全粛』の編箱者の一

人であったが，一方では執筆者でもあった。

彼の執筆した項目には「＊」の印がその冒頭

に付されているか，何の印もない場合も多い

が，その文体や執筆の内容に「他者の言説に

対する近傍や大綱としてペンを握る」という

姿勢で「他者の声を自分の中に入れ，それを

変形してズレや差異を生産するディドロの

戦略や書き方」によって，キリスト教の先行

する作品の元の文章に修正を加え，カトリシズ

ムの定義に対抗する見解を構築していった巴

一方，モレリ＂，フュルチェール，ベール 18,
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『トレヴー辞典』と連なる位四に『百科全古』

を四き，これらの辞典は「物の名づけと分類

をめぐる 17世紀以来の知的抗争の中にあっ

た」とするマリー・レカ＝ツィオミスの業紹

に対して，王寺店太は自身の考えと共感する

と指摘する。 19

つまり，『百科全古』は，宗教とは一線を

両し， 18世紀の辞典における命名と分類の

中に位四するものであると考えてよいだろう。

2. 「百科全書」の誕生

『百科全苫』の誕生は，イギリスで刊行さ

れた『サイクロペディア』のフランス語版を

編紅することから始まった。第 1巻の刊行

までの迅のりは次のようなものであった。

1745年，出版業者ゼリウスとル・プルトン

が手を組み，イギリス人ジョン・ミルズと契

約を結び，フランス語による『サイクロペディ

ア』の増補改訂版を計画した。編紅者たちを

集め，国王から出版許可を獲得，趣意書を配

布した。この時の計画は，決して革新的な内

容ではなく，『トレヴー誌』にも好意的な扱

いを受けた。しかし，この計画は 1745年に

ル・ブルトンらの提携が解消され，出版許可

も取り消しとなった竺

ル・プルトンは，過去に共同で出版計画を

したことのあるフランス人出版業者と合同でこ

の計画を進めることにし， 1746年から 1748年

にかけて契約を交わした。国務諮問会議に

よる出版許可取消しの破棄と大法官ダゲッ

ソーにより辞典の出版許可が更新された叫

出版業者たちは，ダランベールとディドロ

を含む編箱者たちを編成した。 1746年に出

版責任者としてマルヴェース 22と契約する

が， 1747年に解消すると，ダランベールと

ディドロが共同出版責任者となり， 1748年

に新たに出版許可を取得し，編集方針には変

更がないが規模を拡大し，タイトルも『百科

全書，あるいはチェンバーズ，ハリス，ダイ

チ，その他の辞典から翻訳，加筆された学問，

工芸に関する普遍辞典』と変更となった 230

ディドロは，匿名で刊行した『盲人苦節』が

反体制的としてヴァンセンヌの牢獄に収監さ

れたが， 1750年に彼が執竿した『百科全古』

の最終的な『趣意書』 8,000部が配布となっ

た。これに対し， 1751年に『トレヴー誌』で

『百科全書』への激しい批判が発表され，ディ

ドロらは反論で応酬した。そして，『百科全

古』第 1巻は 1751年 6月に刊行された 210 

『トレヴー誌』の攻炉は， 1762年に高等法院

からイエズス会の教会と修純所の閉鎖を命じ

られ，イエズス会が失墜するまで続いた巴

そして，悪意ある購読者から訴訟を受けた 260 

一方では協力者や擁設者も多く 27' 何より刊

行を待ち望む予約購読者がフランスだけでな

く国外にも存在し，最終的に『百科全害』は，

全印刷数が 4,225部に達したという 280

ところで，『百科全書』の企画者たちは，『サ

イクロペディア』のどの版を基にフランス語

版を企画したのだろうか。

3. 「百科全書」の「第一趣意書」からみた

「サイクロベディア」

『百科全書』の『第一趣意書』の配布され

た 1745年までには，チェンバーズ『サイク

ロペディア』は少なくともロンドンで 5版

を爪ねているが，『百科全書』には参照した『サ

イクロペディア』の版について記載がない。

それを解決しようと試みたのが『第一趣意書』

の分析であった。

『第一趣意書』のオリジナルは，パリ国立

図書館に収蔵されている分類番号「Bibl.Na. 

Maa. Fr. 220.069.Fo266」であると Joseph

Le Grasが 1928年に報告している 29。Doug

las H. GordonとNormanL. Torryが 1947年

に刊行した書物にバルディモア大学に所蔵

していると記述とタイトルの掲載があった門

また，梵見洋一の調査によって、このコレク

ションは現在バージニア大学に移籍している

が，ページ数の点などから確実に本物である
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かの確証が得られていないという 310 

梵見は，これらを誰も直接閲覧していない

上に論考していないと，『サイクロペディア』

の各版と『百科全書』の比較照合と『第一趣

意書』の検討を提案した 320

参照した『サイクロペディア』の版を明らか

にするために『第一趣意書』が重要であると

して， 1996年に慶應義塾大学三田メディア

センターが購入した『第一趣意書』の「大気

(Atmosphere / Atmosphらre)」の冒頭の数

行を『サイクロペディア』と『百科全書』で比

較した。『サイクロペディア』初版 (1728) と

第二版 (1738) には扱りの違いがあるが内

容は同じである。一方，加筆された内容があ

る『サイクロペディア』ロンドン版 (1741) と

ダブリン版 (1742)そして『第一趣意書』にも

この増補部分の訳出があり，参照したのは初

版ではなく，以降の版や近接した版を参照し

て『第一趣意書』が起草されたと指摘した 330

そして，イレーヌ・パスロンが『サイクロ

ペディア』ロンドン版の 1741年から 1743

年に刊行されたものか，ダプリン版の 1742

年版をフランス語に訳出して増補改訂を行

い，作成したのだと指摘した”。

4.チェンバ＿ズと「サイクロベディア」

チェンバーズは，イギリスの湖水地方のケ

ンデルの農家の息子として生まれた。ヘー

ヴェルシャムのグラマースクールに通った。

彼の人生については，若くしてロンドンに

出て， 1714年から 1721年の間，ロンドン

の地球儀メーカーのジョン・セネックスに弟

子入りしていたことくらいしか知られてい

ない。 1728年に『サイクロペディア』初版

全 2巻を刊行して王に捧げた。その他，書

評を出版した文学誌 (LiteraryMagazine、

1735-1736) にも原稿を執筆し，フランス語

の化学のテキストを翻訳するなどの仕事もし

ている。

チェンバーズの『サイクロペディア』は，

クロスレファレンスの手法を取っており，こ

の事により，アルファベット順で項目が並ん

でいても，関連項目を参照することができる

ようになっていた。

『サイクロペディア』は，人気があり何度

も版を重ね， 18世紀の間で英語版だけでロ

ンドンとダブリンで 7版あることが知られ

ている。

初版は 1728年，全2巻，ロンドン。第二

版は 1738年，全 2巻ロンドン。第三版は

1740年，全2巻，ダプリン。第四版は 1741年，

全2巻，ロンドン。第四版は 1741年，全2巻，

ロンドン。第五版と銘打つものには， 1741

年と 1743年の組み合わせの全2巻ロンドン

版と 1742年のダブリン版全2巻がある。第

六版は 1750年，全2巻ロンドン版。第七版

は 1751年から 1752年，全2巻ロンドン

版である 350

『サイクロペディア』の museumと『百科

全書』の museeの比較は表 1に示した。

ここでは，『百科全書』を編算するにあたっ

て，フランス語訳に用いたとの指摘がある

1742年ダブリン版（第五版）を利用する。

使用する資料は，フランス国立図書館所蔵の

ものをリプロダクションを依頼し PDFを入

手した。その他の版は，初版は臨川書店から

1988年に刊行された『チェインバーズ『百

科事典』 1728年初版復刻本』， 1743年ロン

ドン版（第五版）は， googelにて入手した

ものであり，ダブリン版と差異のある部分の

みを（※）として示してある。

なお，『百科全書』は， FriedrichFrommann 

Verlagより 1966年に刊行された初版(1751-

1780)のリプリント版を使用する。

5.「百科全書」の museeと「サイクロベディ

ア」の museum

『百科全書』の項目執筆のために引用され

た典拠に関しての研究は，そのデータベース

化が始められており，「執筆者が用いる典拠
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の傾向と「人間知識の体系図解」の分類にお

ける典拠の｛項向が浮かび上がってくる」と，

評価されるものであるという 360

『百科全芯』の museeの項目は，ジョクー

ル 37によって編研されている。

その前半 2/3はアレクサンドリアのムセイ

オンのことを述べ，残りの 1/3がイギリスの

アシュモレアン・ミュージアムの説明である。

引用関係をみると，ムセイオンについては

『サイクロペディア』の museumの項目 38

の前半のアレクサンドリアのムセイオンの項

目を大幅に瞥き換え，一方のオックスフォー

ドのアシュモレアン・ミュージアムについて

は『サイクロペディア』の記述をフランス語

訳をして掲載している。

最初のアレクサンドリアのムセイオンにつ

いての記述について述べているこの部分は，

記述の最後に Mem.de l'Acad. tome IX.と

引用元が記されている。これは，『パリ王立

碑文・文芸アカデミー論集』 399巻の後半を

占める Memoireに掲載された論文からの引

用であることを示している竺

引用文献は，ボナミー“の「アレクサンド

リア図書館に関する論考」 42である。エジプ

トのプトレマイオス 1世“の事業アレクサ

ンドリア図書館 (biblioらqued'Alexandria)」

を論じ，「アレクサンドリアのアカデミア

(Academie d'Alexandria)」は「ムセイオン

(musee)」であると記述がある。

ジョクールは，この論文の 401頁から 402

頁と 411頁から 413頁にわたる記述を引用

し，要約することで museeの定義の一つで

あるムセイオンの説明とした“。

次に，今日的な意味の博物館につながる記

述がある。「ムセイオンの用語は，以後，よ

り広い意味を受け入れ，今日，学芸やミュー

ズたちに直接に関するモノを収容するすべて

の場所に適用している」、そして，キャビネ

を参照せよと述べている代

次にアシュモレアン・ミュージアムに関す

る記述がくる。表に示したとおりイギリスの

定義とフランスの定義がほぽ同じであり，『サ

イクロペディア』の原文をフランス語に翻訳

したと言えるだろう。

オックスフォードのミュージアムはア

シュモレアン・ミュージアムと呼ばれ，多

種多様な学識の向上と完全のために大学

が建築した大建造物である。建築は 1679

年に始まり 1683年に完成した。同時期に，

平費族エリアス・アシュモールがオック

スフォード大学に寄贈した珍品の膨大な

コレクションは，博物館の最初の管理者

となったプロット博士によって，受け入

れ・整理・展示がなされた。

これ以降，このコレクションは著しく

増え，中でもハンチントン博士の寄贈し

たエジプトの非常に多くのヒエログリフ

と様々な珍しいもの，グッドイヤー氏寄

贈の完全なミイラ， リスター氏の寄贈し

た博物学のキャビネ，そして祭埴・メダル・

ランプのような古代ローマの色々な古美

術品などである。

ミュージアムの入口に，次の文字が読

める「アシュモレアン・ミュージアム，

博物学教室，化学実験室J460 

このようにアシュモレアン・ミュージアム

は，珍品のコレクションを収蔵し，展示した

施設であったことがわかる。

ところが，フランスでは，同じように珍品

を収蔵したり展示する場所や収納する器物を

museeとは呼んでいなかった。

6. 「百科全書」の cabinet（陳列室）

アシュモレアン・ミュージアムと同じよ

うな施設をフランスでは cabinetd'histoire 

naturelle（博物学の陳列室）と呼んでお

り，その有名なものの一つにに「王の陳列室

(Cabinet du Roi)」をあげることが出来るだ
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ろう。

「百科全書」の中のドーバントン 47による「王

の陳列室」についての評価は．「王の植物固

のそれは． ヨーロッパで最も塁かなものの一

つである (Celuidu jardin du Roi est un des 

plus riches de !'Europe)」であった 48。そし

て． そのコレクションは．公開されていたのだ

が．その展示方法は次のように紹介された。

Toutes ces collections sont rangees par 

ordre methodique, & distribuees de 

la fac;on la plus favorable a l'etude de 
l'Histoire naturelle. Chaque individu 

porte sa denomination, & le tout est 

place sous des glaces avec des etiquettes, 

ou dispose de la maniere la plus 

convenable. 

これらのコレクションは，体系的な序列

で並べられ，博物学の学習に最も有利な

方法で配置されている。それぞれの個体

はその名称を付けている，すべては題箋

と共に板ガラスの上に据えられ，あるい

は最も適切な方法で配置されている竺

このように，博物学を学ぶために最もふさ

わしい配置と体系的な序列によって，資料は

名称を付けて題箋が資料と共にガラスの板の

上やその他の適切な方法で展示されている様

子がわかる 500 

このように，『百科全書』に引用されたア

シュモレアン・ミュージアムについての記

述と王の陳列室の記述から，イギリスでは

museum（ミュージアム）と呼称した展示施

設をフランスでは cabinet（陳列室）と呼ん

でいたことがわかる。

『百科全書』の中で展示施設についての項

目や記述には，絵画の展示をしている廊下を

garelie（ギャラリー）凡部屋を cabinet（キャ

ビネ，陳列室） 52と紹介していた。

そして，フランスで展示室や展示をしてい

た場所がキャビネやギャラリーといった建

造物の名称で呼ばれていた時代においては，

museeや museumはムセイオンを指す名称

としての重さが勝っていたようである。

フランス革命下で Cabinetdu Roi（王の

陳列室）のある Jardindu Roi（王の植物園）

がMuseumd'Histoire nature Ile（自然誌博

物館）という名称へ変わる。あるいは，ルー

ヴル宮が museumや museeの名称を付けた

Museum central des arts（中央美術博物館）

や MuseeNapoleon（ナポレオン美術館）へ

と変わって行くことになる。

ところが，この名称の変化が何によって引

き起こされたのかを知る手立ては， 18世紀の

フランス語の辞典の中に記述された museeや

museumの項目からは， うかがい知ることが

出来なかったとしか言えないだろう。

この変化が断絶であるのか継続であるのか

を知るためには，対象とするフランス語辞典

を 19世紀に広げて検証する必要があるが，

辞典はコンパクト化し，記述も節略化されて

いく傾向があるため，他の資料で補足せざる

を得ないだろう。

そこで，社会変化にその要素を求め，学術

と資料の動きを丹念に追っていくことによる

検討が必要であろうと思われる。

終わりに

フランス語の辞典の中で， museeの項目

の初見は，『トレヴー辞典』第二版 (1721)

であるが，アレクサンドリアのムセイオンに

ついての定義であった。

なお，展示施設としての定義として

museeや museumが現れてくるのは，『ト

レヴー辞典』第五版 (1752)年である。『ア

カデミー辞典』第五版 (1798) では，今日

的な博物館に結ぴつくような用語としてミュ

ゼやミュージアムの説明が示され，以降，他

の辞典にも影響を与えたことを指摘しておこ

う。この件は，稿を改めて論ずる予定である。
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末筆ながら，修士論文を執筆するにあたっ

て，根気よく指莉をしてくださった放送大学

の胄山昌文教授，今後の指針とすべき助言を

くださった日本大学芸術学部木村三郎教授，

炭応義塾大学文学部金山弘昌教授に心よりお

礼を申し上げる（職位は当時のもの）。
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くつかの訂正をこの論考で行っている。

3荻 由子「17世紀から 18世紀前半におけるフ

ランスとネーデルラントの辞典項目「キャビネ」

と「クンストカマー」についての考察」『明治大

学学芸員投成課程紀要』 26 pp.15・29, 2015, 
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dc℃nlIsm↑匹sdsIヱ区図ese比四vercntイオス王たちがしたように．ムセイオ
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l'lol叩＆ゞ I石n応 "gaude必n由m畑

の名を冠した新しいムセイオンを設
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Denomination, and is now now町 Jiajto any place set 部となり；今日．芸術 endroil oil son! renfcnnees des choses qui ズたちに直接に閃するモノを収容す

apply'd to any Place set a向 apart as a repositoiy血 things やミューズたちに直接 ont wi rapport irr四 iataux arts & aux るすぺての坦所に送応している。キャ

as a Repository of Thing>虹 that have some imm叫ate に関するモノを収納Fl
muses. 9，~と CABINn.

ピネを参烈せよ．

have some immediate relation to the咋 orthemu=的のどんな均所にも適

Relation to加紐orlhe 涵凡rosITTJRY,~etc 応している，そのために

Mi/SCS心her心 lhe¥¥,onlfirst 用語はその巾来の始め

took its Riゞ ＆天凡万ば心W. とされる。介研主土旦

ac ネ．他を参昭せよ。

TheM心9Wat0如成oll'd乃eMSU39atOxf吋，mlld オックスフォート’のミ L.e,m函ed'Oxford, appelle mus<'e オックスフォードのミュージアムは．

the Ashmolean M心llヽ,,isa thc.lihmolean(/f/“a,m．isa ュージアムはアシュモ ashmol必n,estmg叫 OOtimen1que アシュモレアン・ミュージアムと呼ば

nob1epllem'CtOOatthe noble pile em:t出atthe¢X下岱 レアン・ミュージアムと ¥Univ示 itcafaitcoru如 irepoor le progres 比，多積多様な学品の向上と完全のた
bpenceof加し'nIヽ可S9W,f()fof加 Pnl¥'ITTlty,fOJ加 ma，多様な珍品と1f&lap<廿心tiondc、di保rentc--ssciences. II めに大学が建築Lた大建造物である。

加,prom,<ing and <=)ing on pron面 ngandcan,,ngon 用な知ユを大学のR用
futcomm函 en1679&ェ比eenI紹3

肛築は 1679に始まり． 1683年に加文
Dansie me加回師eA.lhmole.如て．

se,・eral Pans of cunoos and 心veral匹 pfcurious and で建定した壮大な大迂
fitpre,,eiit a run,v西 1,d'ぷ f叫 d'une

した。 I司時；こエリアス・アシュモール

usefullearnIJlg IÌasは四 匹 fullea面ng.=lt虹には 造約である。 1679年に collection coosiぷrablcde curios it心quiy がオックスフォード大学に寄陀した
m 1679, and fi両畑m1683, in 1679, and fin叫叫in16SJ ;at 始まり． 1683年に加文 fun.咄ェ叩ぷ＆ensuitcarrang函＆ 飴品の庄サこなコレクションはミュー

at "hich time, a ¥・al叫 le "hichtirncaval呻 lesQllCmnした。お品のMiなコレ miscsenordre四 ledoctcur Plott. qui fut ジアムの最初ので理5となったプロ

Collection of Curiosities ¥<as of面 osit1⇔Waspm心tOOto クションは．エリアス・ etabh premier四 cdu加 屈e. ット博士によって受入れ・竪理・展示

presented to the Vmvers1ty by 加皿！,iersityby Elias.As加mole.アシュモールが大学に がなされた。

El匹AshmoleEsq. andむ E刃；andthesame山y応 寄踏した； l"in.ミュー

same day there reposit叫 and内,ositcd.and aflcrn~心 ジアムの最初の℃旺行

aft叩叫digestedand put in di雰stedand put in a just ook,c となったプロット阿士

a just匹 byDr.PIOl1．ヽho by Dr. Plott," ho""" const:ute によって受：｝Jt．陀理・

如 ISCOOStituted恥 keeperof fi匹k如 ofthe""/Sam, 展示がなされた．

如 Ah匹叩

DversconSlderable D,ttronsi心mblcamesSlons ミューシアムができて 以和ISce terns. cette collection a ele これ以店このコレクションは苫しく

Amess1onshavebeensInce have been since n叫 tothe 以来，いくつかの注目に CO!lSi年 blemcntaugmentc'e, enu'a叩℃ 内え，中でもハンチント叶刊士の寄唸
m叫etolheM匹叩心of rmsam．邸ofbicrogl}l'hi<>. f直する追加わがある；ハ d'un grand nombre d'hi如,glyphes,& de したエジプトの非常に多くのヒエロ

Iii匹 l)phics.and othcr ando血TE匹 ti叩antiquities, ンチントン阿士のヒエ dive,,心匹凶t心母tiennesque donna k 
グリフと様々な玲しいもの．グッドイ

Egiptian Antiquities by Dr. by Dr. l!皿tingd叩；fillof an ログリフとエジプトの
doct国 Iluntingdon, d¥me momie enticre 

ヤー氏の寄陀の完全なミイラ．リスタ

Hwitingdon, of an en!皿 intiが mum叩 byMr、 古代文術．グッドイヤー
donn心四MGoodgear, cfun cabinet 

1-氏の寄唸した博物学のキャピネ．そ
dhistoire naturelle dont M. Listc-r fit p心畑

Mummy by Mr. GG叫匹ar.o匹 ・oar;of a cabinet of 氏の完全なミイラ，リス & de di verses antiquitcs romaines, comrne して祭坦・メダル・ランプのような古

a Cabinet of natural R叩ties na血-alrarities by Dr. Lister, a!S< ター博士の自然の珍品 autels, mooaillcs, lampcs, &c. 代ローマの色々な古丈術などである。

by Dr. Lister, as also ofふ•守 of di¥'ers Roman印riquitie>, のキャピネ；そして様々

RomanAntiquities,AI血又 al皿 01¢ils,lamps, etc なローマの古史術，炊

Medals, Lamps, etc. (*entire) 培，メダル．ランプなど

Over the Entrance of the O.・er the,;ntrance of the加≪amミュージアムの入りロ Al'en面cdu加isee,on ht cene ミュージアムの入り口に．次の文字が

M匹四isthis Inscription ; is this inscnption, MUSEUM の上にこの文字がある inscription : Ah,soeum ashmoleam皿 読める：「アシュモレアン・ミュージ

MUS.EUM ASI l~IOLEANUM, SCIIOLA ：「アシュモレアン・ミュ &・ho/a natural/Shistoriae. Ojficina chimica. アム，附り学教名化学ズ巽釦

AS!l¥lOLE心①M, NATURALIS IIISTOR庄 ージアム，博物学教室，

SCH OLA NA TIJRALIS OFFICINA CIIYl>IICA. 化学実験室J

IIISTO砥 OFFICL'IA

CIIYMICA 
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A Study on the Words,'museum'and'musee'in Cyclopぉdia

by Chainbres and Encyclopedie 

DAI Yoshiko 

In this paper, I aim to clear the relation and difference of the definitions between the 

words,'museum'in Britain and'musee'in Frence in 18th century. For that, I would compare 

these words in Cyclopぉdiaand Encyclopedie. 

These texts to be used are the reprint edition of the first edition of Encyclopedie(l 751-1780) 

published in 1966 from Friedrich Frommann Verlag, and the Dublin version fifth edition of 

Cyclopぉdia(1742).

Both texts consisted of two elements, the Museion of Alexandria and the Ashmolean 

Museum. In my research, I confirmed that the Museion in Encyclopedie was cited 

from'Dissertation historique sur la Biblioteque d'Alexandrie'by Bonamy in the Histoire de 

l½cademie royale des inscriptions et belles-lettres, auec les Memoires de litterature tires des 

registres de cette academie, Tome9, and the Ashmolean Museum in Encyclopedie was cited 

and translated in French from Cyclopぉdia.

Then, I would make clear the definition of musee in France.In 18th century, the 

Ashmolean Museum in Britain was used the word'museum'. However, in France, the 

room for keeping and display rarities were not called musee. In Encyclopedie, the word and 

description for exhibition facilities was'cabinet'. The word'cabinet'means a display room 

and container of rarities and etc., and the word'garellie'means a corridor for exhibiting 

paintings, statues and ect.. During that days in France, it seems that the word'museum' 

has only mean as the Museion of Alexandria. The exhibition room and container of rarities 

were called by architectural terms such as'cabinet'and'gallerie'. 
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